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　いつもエコメッセちばへご支援、ご協力、ご来場をいただき、ありがとうございます。おかげさまで、10月 14 日（土）オンラ
イン開始、15日（土）幕張メッセ国際会議場で会場開催いたしました。開催の様子等を報告書にまとめましたのでご覧ください。
　今年は、身近な暮しを見つめ直すことで、地球温暖化防止、多様な人・文化を尊重して地球平和へと繋がる気持ちを育みあいた
いと願いました。オンライン出展団体の紹介及び団体インタビューは、「エコメッセ ちば 2024」開催前日まで配信いたします。
　今後とも「エコメッセちば」をよろしくお願い申し上げます。

　　　エコメッセちば実行委員長　桑波田 和子

　エコメッセちばは、2018 年から SDGs をテーマに開催してきました。近づく 2030 年のゴールをさらに目指し、2020 年からは
SDGs17 のゴール 5つの P（Planet、Prosperity、People、Peace、Partnership）の分野から毎回テーマを決めて開催しています。
2023 年に取り上げた「peace（平和）」は、SDGs の 17 の目標の 16 が該当します。紛争の絶えない世界を足もとの身近な暮らし
から変えていこうという思いから「身近な暮らしからもう一歩」をテーマにしました。

出典 ： 国際連合広報センター

人間
(People) 目標 1、2、3、4、5 および 6すべての人間が尊厳を持ち、平等に、かつ健全な環

境の下でその潜在能力を発揮できるようにする。

豊かさ
(Prosperity)

すべての人間が豊かで充実した生活を送れるよう
にする。 目標 7、8、9、10 および 11

地球
(Planet)

持続可能な消費と生産、天然資源の持続可能な管
理、気候変動への緊急な対応などを通じ、現在と将
来の世代のニーズを充足できるよう にする。

目標 12、13、14 および 15

平和 
(Peace)

恐怖と暴力のない平和で公正かつ包摂的な社会を
育てる。 目標 16

パートナーシップ
(Partnership)

連帯の精神に基づき、すべての人々の参加により、
このアジェンダの実施に必要な手段を動員する。 目標 17
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10月14日 (土) 
10：00より～
2024年第29回
開催前日まで オンライン動画の視聴は、

エコメッセちばHPで。

【団体インタビュー】
協力 ： 学生団体おりがみ
① 千葉県産業資源循環協会
② 生活協同組合コープみらい

【オンライン出展】
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*1 オンライン開催　*2 オンライン出展者数　*3 視聴者数（2020.12.31 時点）　*4 視聴者数（2022.1.31 時点）　*5 オンライン＋会場開催 　*6 視聴者数（2023.1.31 時点）　*7 視聴者数（2024.1.31 時点）



・企画内容について
　千葉県の里山をテーマに、里山の竹で作ったモルックで遊ん
だり、落ち葉を使ったアートをつくったりと、体験を通して楽
しく学べる企画を実施しました。
　モルックは、4 ブース作り、それぞれに私たちが行った里山
などをイメージした装飾をすることで、参加者に里山の雰囲気
を感じてもらえるように工夫をしました。また、同時にクイズ
をすることで、ナラ枯れや竹害、里山の高齢化の問題について
も知ってもらいました。こどもだけでなく、保護者の方も一緒
に考えており、親子で参加することができていました。
　落ち葉アートでは、落ち葉を台紙に貼り付けて動物のイラス
トを完成させてもらいました。こどもたちが、楽しそうにアー
ト作成をしており、中には熱中して長時間作業する姿も見受け
られました。
　上記の 2 つに共通して、こどもに自然のものに触れてもらい、身近に感じてもらうことを目標としていましたが、見たり触
れたりする機会をたくさん設けることができ、目標を達成することができたのではないかと感じています。

・準備段階について
　今回のおりがみユース企画では、実際に里山に生えている竹や落ちている葉を利用して体験
するブースを設けました。
　実際に自然にあるものを使うため、里山センター、酒々井里山フォーラム、しろい環境塾、
森林研究所といった里山を保有し活用されている団体の方々に連絡を取り、我々が切った竹を
いただいたり加工するための場所を提供していただいたりというように協力していただきまし
た。また、ただ単に資源や場所を提供していただくのみでなく、我々自身も環境学習者として、
里山を訪問した際には、その里山の抱えている問題を実際に山をめぐりながら説明を受けるこ
とや里山の空いたスペースの有意義な活用の仕方、伐採した竹の加工や活用方法などを体験さ
せてもらい、里山問題への理解を深めながら準備を進めました。
　エコメッセ当日の会場デザインでは、訪問した各里山で区分けし、それぞれに見れた特徴を
分けた場所で表現し、来場者に臨場感を味わってもらうことを意識しました。

■参加者、実施者の声
　参加者からは、竹を使ったモルックが楽しかった、
クイズがとても勉強になった、もっと落ち葉を使った
アートをやりたいといった感想をいただきました。
　クイズでは、そんな問題があるということを初めて
知った、といった声がこどもだけでなく大人の方から
もたくさん聞こえ、私たちの目指していた、里山の問
題を参加者に知ってもらうという目的も達成できたと
感じました。
　また、参加者だけでなく、実施者である私たちも、
この企画を通して、里山に触れ、その課題について実
際に体感することができ、とてもよい経験になりまし
た。また、当日には、私たちが学んできたことを、今
度は教える側として参加者に向き合い、楽しそうな様
子や、たくさん学んでいる様子を見ることができ、満
足感や達成感を感じることができました。
　まだまだ、私たちにできることは残されているはず
なので、これからも活動を続けていきたいです。

　SDGｓ１５の陸の豊かさを守るためには、私たちの生活の中で自然との関係を意識す
ることが重要です。ところが、近年、自然に接し、体験する機会が少なくなってきており、
同時に身近な自然を利用した里山遊びの文化もすたれてきています。本活動は、昔誰も
が親しんだ里山遊びを、都市部に暮らす多くの家族に体験してもらい、自然の恵みをよ
り身近なものに感じていただこうとするものです。
　会場には、ドングリ、剪定枝、葉っぱ、竹の 4 種類の材料を使った作品例が 10 種類展
示されています。参加者は、作ってみたいものを選び、工作キットと作り方レシピをもらっ
て、家族で一緒に工作を楽しみ、それを使った遊びを楽しみます。工作キットは、エコメッ
セの会場で当日スタッフが適切に指導・運営できるように、カッターやキリといった道
具は避け、一種類 5分程度で組立られるように設計しています。
　その甲斐もあり、当日は、多くの家族に参加いただき、「おりがみ」の皆さんなどの指
導の下に、里山遊びを楽しんでいただきました。

■参加者、実施者の声
・ウグイス笛やバードコールは、最初はうまくいかなかったけれど、うまく音が出てき
　た時はうれしかった。
・アズマネザサのヒンメルやドングリの背比べは難しかったので、優しくスタッフのた
　ちに教えてもららった。
・マテバシイのヤジロベーの竹ヒゴの調節が面白かった。
・竹ぽっくりは僕だけど、ぶんぶんゴマはお父さんがうまかった。
・友達に、かわいい葉っぱのシオリのお土産が出来た。など

　県では、「千葉県環境学習等行動計画」において、『ちばの未来を創る「行動する人づくり」』
を目標に掲げており、本県の環境活動をリードする若手人材の発掘・育成を図ることを
目的に、エコメッセ 2023 inちばを会場として、「若者が主役の環境保全活動アイデアコ
ンテスト」を開催しました。
　このコンテストは、主に20 代までの若者が主体となって構
成する団体やグループが、課題の解決に向けたアイデアを競
うものです。優秀なアイデアには、実際に活動することを条
件に、最大50万円の賞金を交付するとともに、活動への支援
を行うこととしています。
　アイデアは、7月14日から9月19日まで募集し、9者の応募
がありました。エコメッセ当日は、そのうち書類審査を通過
した 5者によるプレゼンテーションが行われ、審査員の審査
と来場者の投票により優秀なアイデアが選ばれました。

　　

１位　成田日本茜復活チーム
　　　千葉県立成田西陵高等学校園芸科作物専攻
　　　「蘇れ！ 耕作放棄地 ～日本茜に託す私たちの想い～」
２位　学生団体グリーンベース
　　　「里山活用コミュニティ「グリーンベース」」
３位　千葉大NESO
　　　「地域の特色を生かした自然体験型学習プログラムの画策」

　当日、審査委員長を務めた東京都市大学大学院 佐藤 真久 教授からは、「アイデアだけでなく、アイデンティティを活かした
実践活動、協働のしくみづくり、組織運営能力の向上を期待するとともに、つなげる、深める、捉えなおす、変える・変わる
側面を有しながら、プロジェクトの展開を期待したい。」と、参加者への期待が述べられました。
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　エコメッセちば 2023 では、千葉県産業資源循環協会様、
コープみらい様へ学生が団体インタビューを行いました。
また、インタビューを元にショート動画を作成し、エコ
メッセちば公式 YouTube チャンネル、公式 Instagram、
公式 X( 旧 Twitter) へ投稿し、若年層への情報発信を行い
ました。

　千葉県産業資源循環協会様への団体インタビューは、会員企業で
ある株式会社 TOA シブル様の千葉県八千代市にある工場を学生が訪
問する形で実施しました。
　安池社長に「産業廃棄物業界の展望」「千葉県産業資源循環協会で
の活動内容」などを答えて頂きました。その他にも、工場やオフィ
スを見学しました。廃棄されたオイルがリサイクルされて新たな製
品となる過程を見て回ることが出来ただけでなく、働きやすさを考
えたオフィスの設備と風通しの良い風土に触れることが出来ました。
　インタビューを行った学生からは、「産業廃棄物業界のイメージが
180 度変わった！」「産業廃棄物業界面白そう！」などの感想が出て
いました。

　古くなった家を壊して出てくる木材（廃材）
が、「木材チップ」に加工され、さらにそれを
原料にして製造された「パーティクルボード」
が、新しい家の壁や床に使われるまでの工程を
紹介したDVDを上映しました。
　その後、リサイクルについて説明し、簡単な
クイズを解いていただきました。資源循環とい
う難しい内容ですが、将来を担う子どもたちに
も理解してもらえるよう工夫して説明しました。
　これからも環境問題について考えてもらう
きっかけ作りを行っていこうと思っています。

＊団体インタビューは、
「エコメッセ in ちば」ホームページ
「Live 配信チャンネル」ページで

見ることができます。
こちらの二次元コードからアクセス

千葉県産業資源循環協会会員企業、株式会社 TOA シブル取材

コープみらい・コープ南浦和支店 SDGs に関する取り組み取材

株式会社 TOAシブル
取材動画

株式会社 TOAシブル社長
インタビュー動画

　コープみらい様への団体インタビューは、
コープ南浦和支店へ店舗での SDGs に関する
取り組みについての取材を行いました。
　コープみらい様が行っている、「ハッピーミ
ルクプロジェクト」や「お米育ち豚応援プロ
ジェクト」の対象となっている商品を見つけ
ることが出来ました。また、リサイクル素材
で製造された買い物かごやフードトラック、
募金、規格外となってしまった農作物を割安
で販売する「ハネッコ」など、店舗のあちこ
ちに魅力的な取り組みがありました。
　コープみらい様の取り組みに共通している
ことは、「普段の買い物や消費活動が社会貢献
に結びついている」という点で、誰でも社会
貢献に参画できる仕組みを創出していました。

コープみらい・
コープ南浦和支店
取材動画

上映したDVDは約 10 分となっており、4編に分かれています。
　�. リサイクルについて　　
　　紙・ペットボトル・ビン・缶など身近な資源物のリサイクルについて
　　思い出してもらいます。
　�. 木材リサイクル
　　古くなった家から出る木材のリサイクルについて学ぶことを伝えます。
　�. 木材チップ
　　家を壊して発生する木材を、木材チップに加工する工程を学びます。
　�. パーティクルボード
　　木材チップからパーティクルボードを製造する工程を学びます。　

　会場の国際展示場前ロータリー等にて、燃料電池自動車「MIRAI」の展示と試乗会を実施しました。
　燃料電池自動車は、水素と酸素の化学反応によって発電した電気エネルギーを使って走る自動車で、走行時には水蒸気しか
発生しません。
　千葉県オールトヨタにご協力いただき、来場者の方に、MIRAI に乗って幕張メッセの周りを走る試乗会や、MIRAI から発電
された電気を取り出す給電デモンストレーションなどを体験いただきました。
　環境に優しい車を身近に感じる機会を、これからも提供していきたいと思います。

■参加者、実施者の声
　試乗していただいた方からは、「走り出しも滑らかだが、止まるときまで滑らかなのが印象的だった」、「水素ステーションの
充実と価格帯の幅の広がりに期待している」というご意見をいただきました。
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私たちの身近なところで使われ、軽く
て丈夫、安心、安全、衛生的に保護、
保存できると共に、食品流通・輸送に
も欠かせないプラスチック食品容器を
紹介。プラスチック成形機を実演。

(1) 未来をつくる” でんき” のえらび方
( パワーシフトキャンペーン )(2) 自然
エネルギー 100% を実現する未来へ (3) 
会員団体の活動紹介

浄化槽の保守点検及び清掃が適正に実
施され、放流水が処理目標水質以下に
なっているかを確認する活動の紹介。

千葉県企業局が導入している環境負荷
の低減や環境保全の取り組みについて、
パネル等の展示物により紹介するとと
もに、ブース内では 4 年ぶりとなる体
験イベントを実施。

弊社は、水道直結型や給水方型のウォー
ターサーバーを取り扱っています。イ
ベントに来場される方々に水分補給の
給水スポットとして、マイボトルに給
水してもらい、マイボトル運動を推奨

場者の方の名刺に点字を（無料で）お
入れします。また、名刺のない方には、
キャラクターの印刷されたカードに点
字を入れます。また、使用済み点字用
紙のリサイクルで作成した封筒・コー
スター・鍋敷き・名刺入れなどの作品
の配布を行いました。

「いろだま」では、アートを通じた環境
教育や障害者教育にも力を入れており
ます。会場では、これまでの活動を紹
介するパネル展示をはじめ、マイクロ
プラスチックなど海のごみを使った造
形のワークショップの実施、海のいき
ものをモチーフにしたアート作品 T
シャツの販売を行いました。

千葉県内の SDGs 推進と JICA 事業の理
解促進のため以下を出展しました。・
協力隊応募 個別相談ブース・環境関連
の JICA 事業説明や協力隊の活動報告パ
ネル等を展示・ハイブリッド or 対面イ
ベント「世界と日本のJICA海外協力隊」。

強力な洗浄力を実現しながら安全かつ
環境にも優しい、界面活性剤などの合
成化学物質を含まない 99.9% 水成分の
無色・無臭・無刺激の電解水：スーパー
アルカリイオン水 (SAIW) の生成および
SAIW の生成装置を開発・販売していま
す。弊社が扱うスーパーアルカリイオ
ン水は特許製法で作られ、人と地球に
やさしく、食品・工業・ビルメンテナ
ンスなど産業界のさまざまな分野で使
用され、衛生管理の効率化・環境負荷
低減を図るべく活躍しています。会場
ではスーパーアルカリイオン水とその
関連商品の単品販売、サブスクリプショ
ン販売（サブスクリプション購入の方
には今回のみの特典付き）を提供。

点字名刺のアピールを行います。名刺
に点字を刻印する機械を持ち込み、来

海洋ゴミの中で一番数が多く、使い捨
てプラスチックとして問題視されてい
る「タバコの吸い殻」について特集を
組んで展示を行います。日本における
路上での吸い殻の現状、問題点、解決
策について皆さんと一緒に考えたいと
思います。タバコと SDGs についての
子ども向けのクイズや、加熱式タバコ
などの最新のタバコに関する展示も行
いました♪

施設の見どころを紹介し、いらなくなっ
たおもちゃのカプセル等を使ったエコ
な材料で工作を行いました。ぴょこぴょ
こ動く不思議な石を作り遊びました。

干潟・河川・湖沼を対象とした生物・
水質・水環境健全性調査および分子生
態工学的手法による水環境修復・保全
研究のポスターを発表。

目標 1、2、3、4、5 および 6

すべての人間が尊厳を持ち、平等に、か
つ健全な環境の下でその潜在能力を発
揮できるようにする。

A4 サイズ 16 ページ建てｍSe 制作発行 
年間誌『チャレンジ ! ！「創電気」』第
3 号の無料配布。電気を作る体験コーナ 
リチウムイオン電池を利用体験の実施。

すべての人間が豊かで充実した生活を
送れるようにする。

目標 7、8、9、10 および 11

～空気を洗う～ Wellness 空調装置試作
機（可搬式）が完成しました。空調企
業との産学共同研究の成果です。オゾ
ン水で室内空気を洗うことにより、室
内環境を清潔に保てます。学校や会議
室、医療現場、老人施設などでの感染
症対策に役立つものと考えています。
実用化のパートナー企業様を鋭意募集
中です。当日は説明パネルと装置動画
を展示しました。

させます。会場内でのプラスチックボ
トル削減や CO2 削 減 を目指して
SDGS12.13.14 を達成への貢献に協力し
ていきます。

西印旛沼での水質調査結果について発
表。また水質調査や SDGs に関連した
クイズ、水質調査道具の展示や一部体
験も実施。

～毎日の暮らしに安心と安全を～無色・
無臭・無刺激の e-WASH（強アルカリ
電解水）の成分は極微量の無機電解質
と水のみ。人にやさしく、地球を汚さ
ない、安心・安全な清潔環境を実現で
きます。e-WASH を気軽に、いつでも
生成出来たら・・そんな声にお応えし
て開発したのが「家庭用スーパーアル
カリイオン水生成機 e-hope」です。今
回は、「e-hope」を紹介しながら、合成
界面活性剤を使わない環境と人に優し
い、スーパーアルカリイオン水を紹介。

7 8
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キンコーズの SDGs の取り組みの紹介
と、端材を使ったワークショップや
SDGs サイコロを作るワークショップ
を実施。端材を利用したアップサイク
ル品や、パネルやターポリンなど、端
材の販売も行いました

当財団で指定管理をしている千葉県い
すみ環境と文化のさとセンターを紹介。
センターで展示しているはく製の展示
と動物クイズを実施。ちばに生息する
生物に触れて、自然環境の保全と私た
ちの生活について考えました。

「3R ごみ削減啓発」を目的としたクイ
ズ形式のイベントキット展開を実施、
参加者には衣料用洗剤アタックのサン
プルをプレゼントした。

外国人との共生社会を実現するために
取り組んでいる千葉県国際交流セン
ターの事業について紹介し、フードバ
ンクちばと協力して、ブース内でフー
ドドライブ「食品の回収」を実施しま
した。

「ガスでできるエコな暮らし」をテーマ
に環境商材を PR。

私たちは印刷業を通じて高齢者や障害
者、一般健常者にも見やすく見分けや
すく、わかりやすい表現方法を通じ、
できるだけ多くの人に情報を行き届か
せる「情報保障」を、環境問題と一緒
に解決する、「メディアユニバーサルコ
ミュニケーションデザイン」「エコプリ
ントソリューション」を推進していま
す。

私たちの身近な環境として、星空の楽
しめる環境とまちづくりの大切さを伝
えるために、「光る星座カードづくり」
を出展。小さな子どもでも簡単に作れ、
光る星座カードをとおして、星空に関
心を持ってくれたら何よりです。他で
は、エネルギーに関する展示も実施。

バングラデシュ製のフェアトレード事
業を通して、「作る人」「使う人」「みん
なの環境」を守る製品作りを目指して
います。現地の人々の生活向上を図る
とともに、環境保護に寄与する製品開
発や情報発信を通して日本の消費者の
方々に途上国における社会問題と地球
環境に配慮したライフスタイルを提案。

持続可能な消費と生産、天然資源の持
続可能な管理、気候変動への緊急な対
応などを通じ、現在と将来の世代のニー
ズを充足できるよう にする。

目標 12、13、14 および 15

〈環境カウンセラー千葉県協議会ってど
んな活動をしているの？〉の質問に、
対話を通してお応えしながら共感共有
できる仲間づくり。直面する課題、情
報や知識をを共有し合い学び合いなが
ら一緒に活動できる仲間づくりに重き
をおいています。

環境活動の取り組みについてエコクイ
ズ（アンケート）を行いながら PR 活動
をしました。

3Rや食品ロス削減に繋がる「ちばエコ
スタイル」や、海岸漂着物対策などに
ついて、体験ゲーム等を通して紹介し
ました。

すごろくを楽しみながら消費生活につ
いての知識を身に付ける子供向けボー
ドゲーム「しっかりさんになろうゲー
ム」を実施しました。また、消費者啓
発に関する資料の配布・パネルを展示
しました。

・エシカル消費や悪質商法に関する景品
付きクイズの実施
・ＳＤＧｓや悪質商法に関する掲示
・消費生活センター啓発紙の配布

「モノが生まれ変わる様子を見に行こ
う！」をテーマに、親子連れを対象と
した DVD を上映し、解体した家屋から
出る木材のリサイクルについて学びま
した。また、参加者に産業廃棄物で作っ
た線引きとシャープペンシルをプレゼ
ントしました。

コープみらいが取り組んでいる「環境」
の取り組みを紹介します。「小枝のフクロ
ウペンダントづくり」体験を行いました。

創業 68 年の寝具店です。科学素材の布
団が多い中、繰り返し利用して最後は
燃やして土に返す、綿花を素材とした
布団のを推奨しています。今回は保温
調理をすることで、エネルギーを無駄
に使わずに美味しく調理が出来る鍋ふ
とんの推奨と、残布を利用した布ぞう
り・スリッパ、鍋つかみなどをお伝え
しました。限りある資源を大切に利用
しましょう。

私たちは「あなたの選択が誰かの明日
をつくる」をコンセプトに主にフェア
トレード商品を販売しています。今回
はフィリピンの社会問題の一つでもあ
るゴミ山から製作された商品を販売し
ました。ジュースパックや厚紙のゴミ
から作られているため環境に優しいの
はもちろん、カラフルで可愛い商品ば
かりで普段使いにもピッタリです。

パルシステムグループの環境について
の取り組みの展示。3R のパルシステム
の取り組みについて展示しました。
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私たち LIXIL は住まいの「省エネ」と「健
康・快適」な暮らしの両立を実現する
ために「室内温度」に着目し、” ヒトと
地球にやさしい温度”の大切さを「学び・
体感」を通じて、お客さま、地域社会、
ビジネスパートナー及び従業員などの
幅広いステークホルダーの環境意識を
高め、行動変容を促すことを社会全体
に広げていく活動を継続しております。

森林・山村多面的機能発揮対策交付金
を活用している複数の里山団体に活動
の内容を PR してもらい、森林・山村多
面的機能発揮対策交付金の活用を推進
しました。

屋外スペースにて、県の公用車として
使用している燃料電池自動車「MIRAI」
の展示や、ペーパークラフトの配布、
実際の乗り心地を体験できる試乗会を
開催しました。また、屋内ブースでは、
自動車の環境対策に関するパネルの展
示や、リーフレット等を配布しました。

タブレット PCを用いた家庭の省エネ簡
易診断及び温暖化防止のアンケートを
呼びかけるとともに、各地区での千葉
県地球温暖化防止活動推進員の活動を
パネルで紹介し、各種ツールを使った
温暖化防止の啓発活動を実施。

令和5 年3月に策定した千葉市地球温暖
化対策実行計画の周知のため、パネル
の展示や啓発動画の放映を行います。

地球温暖化や気候危機を防ぐために、
ご自身が実施していきたい環境に配慮
した取組みを宣言する「わたしのデコ
活宣言」を募集します。参加者には、
自身の宣言を書きこんでもらった写真
を持ち帰り、継続して宣言内容に取り
組んでもらいます。

「緑のカーテン」で SDGｓに取り組も
う！市原市では、地球温暖化対策の一
環として、緑のカーテンの設置を推進
しています。庁舎へ設置した緑のカー
テンの様子や、ゴーヤの育て方をご紹
介。会場では、ご来場の皆様に「ゴーヤ
の種」を配布。私たちができるSDGｓの
取組みの一つとして、ご家庭や職場で
緑のカーテンを設置してみませんか？

高校生 6名に大人が伴走し、4回の「食
と環境」をテーマに4回の学習会を実施。
その後高校生が希望する「食と環境」
をテーマにした活動の 4 月からの歩み
と、今後の方向性について高校生が直
接紹介しました。

○気候変動による影響や適応策につい
て学べるデジタルコンテンツ等の体験・
展示
○暑さ指数の測定デモ及びわかりやす
く解説したパネルの展示
○温度を目で見る「サーモグラフィー
カメラ」による観察体験
○環境学習動画（気候変動ほか）の展示、
リーフレット配布など

昆虫食と SDGs の関連性や社会課題の
解決にどのように関わっているかを実
際の商品をもとに、販売も交えて解説。
何かと話題のコオロギのほか、スズメ
バチ、シルクなどの様々な食品を展示。

三番瀬の貝殻で人形作りと活動写真の
展示を行いました。

船橋市内のヘイケボタル生息状況調査
と、千葉県内に生息するヘイケボタル
個体群の DNA 分析をおこない類縁関係
について調査しています。生息地を消
滅させないように草刈りやゴミ拾い、
ビオトープの整備活動や、ホタルの人
工飼育にも取組んでいます。ヘイケボ
タルの保全活動している団体の方々と
情報交換し、連携していきたいと思い
ます。

千葉県一宮町に上陸産卵するアカウミ
ガメの情報の展示と、元東邦大学教授
秋山章男先生作成の生きものパネルを
使って、「いちのみや海辺の生きものク
イズ」を実施しました。

水環境の保全に関する取組を紹介しま
した。

最近の三番瀬での生き物散策と市民へ
の三番瀬の自然の素晴らしさを宣伝活
動紹介。最近確認された千葉県保護植
物「コアマモ」の保護に対して約１年
間観察した写真掲載、しふなばし三番
瀬に合った保護方法を紹介。

・薪の作り方、販売の相談・千葉県緑化
推進委員会を紹介しました。

「植草共生の森」を紹介しました。また、
幼稚園や小学校・特別支援学校の教員
を目指す学生たちと一緒に、森で拾っ
たドングリや枝等を使って子どもたち
に楽しんでもらえる“おもちゃ”や“人形”
を作る体験を実施。

中央博物館の環境教育に関する展示や
活動について、パネルなどで紹介。また、
たのしい体験イベントを通して、環境
について啓発しました。

千葉県では、化学合成農薬や化学肥料
の使用を通常の半分以下に減らして栽
培された農産物を「ちばエコ農産物」
として認証しています。本ブースでは、
「ちばエコ農産物」の制度や取組及び「環
境にやさしい農業」の取組についてご
紹介しました。

千葉県にはたくさんの生きものがいま
す。その中には、絶滅のおそれがある
生きものもいれば、よそから侵入して
きて、在来の生きものを脅かすような
生きものもいます。このような生物多
様性に関するトピックをパネル展示で
解説、パネルを読んで「生命（いのち）
のにぎわいクイズ」に挑戦した方に生
きもの缶バッチをプレゼントしました。

当協会が長南町で運営する「森の墓苑」
を紹介。ここは、土砂採掘で破壊され
た所に、周囲に残された森から集めた
在来植物の種や苗木を墓標として植え、
50 年後に自然豊かな森にすることを目
的にした日本で唯一のお墓です。土に
還れる、ペットと一緒に眠れる、森づ
くりを通じて亡くなった後も社会貢献
ができるなど自然派の方に大人気です。
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子供環境教室「浄化槽」をオンライン
配信しています。

アメジスト・アート出版の目的：子ど
もたちが「ワハハ」と笑い声をあげる
絵本や紙芝居、絵本動画を制作販売す
る。きりなし文庫〈家庭文庫〉の目的：
子どもの成長に役立つ絵本を 500 冊揃
えて、学校や保育所に出向き「おはな
し会」をする。保育士や子どもに「読
み聞かせ」をする先生に団体貸し出し
をする。以上２本立てで行っています。

目標 1、2、3、4、5 および 6

すべての人間が尊厳を持ち、平等に、か
つ健全な環境の下でその潜在能力を発
揮できるようにする。

公益社団法人日本消費生活アドバイ
ザー・コンサルタント・相談員協会
（NACS）の千葉分科会は、千葉県在住
の消費生活アドバイザーの研究会です。
アドバイザーの視点で生活者の課題に
ついて勉強し、勉強して得られた知見
を、皆様のお役に立てるべく、活動し
ています。お墓のこと・お葬式・エシ
カル消費・防災について等、研究成果
を今までも発表し続けてきました。今
回は「終活のすすめエンディングノー
ト」についてご案内します。

化学物質ゼロのアルカリイオン水を活
用した「洗剤を不使用」のコインラン
ドリーを展開しています。現在、業界
初の排水レスコインランドリーを実証
実験中。導入されれば、従来から 70～
95％の節水に。今後は水資源が乏しい
地域・国への展開や、洗濯時に発生す
るマイクロプラスチックによる海洋汚
染等、広い視点で環境問題へ貢献を図
ります。

千葉県立成田西陵高等学校園芸科作物
専攻では、耕作放棄地の有効利用を目
指して植物染料である日本茜の栽培を
おこなっています。植物染めを通して、
農業の多面的機能である自然環境の保
全や次世代への伝統文化の伝承活動に
取り組んでいます。

千葉県内 5市（千葉市、市川市、船橋市、
佐倉市、白井市）で取り組む自然環境
保全活動について紹介しました。

復元を掲げて 19 年、早春里山の斜面に
群れ咲くカタクリの映像及び緑濃い真
夏の里山を赤く染めるキツネノカミソ
リの映像を紹介し、そして活動地里山
やカタクリ、キツネノカミソリ等の写
真をパネルで展示して紹介しました。

・環境保全に関するパネル展示・各企業
の CSR 報告書展示、企業説明案内・ク
イズによる粗品提供などを行いました。

ボランティアマッチングサイト「ちば
ボランティアナビ」をご紹介。会員登
録いただいた方には、チーバくんオリ
ジナルグッズ等をプレゼント。

千葉大学の有志による「SDGs ボード
ゲーム」を紹介。4 年前に学祭で取り上
げてから、教育委員会などからも声を
かけて頂き、小学校でもゲームを紹介
した実績あり。発想力やアイデアなど
が使える比較的に全年齢でできる内容
となっております。また、普段研鑽を
重ねている SDGs16「平和と公正をす
べての人に」についての展示も行いま
した。

恐怖と暴力のない平和で公正かつ包摂
的な社会を育てる。

目標 16

千葉大学環境 ISO 学生委員会の活動を
パネルを使って紹介。また子どもたち
が環境を学べる、企画を行いました。

連帯の精神に基づき、すべての人々の参
加により、このアジェンダの実施に必要
な手段を動員する。

目標 17

・「印旛沼流域水循環健全化会議」にお
ける取組の紹介（パネル展示等）
・広報・啓発資料の配布

様々な社会起業家にインタビューを
行った内容を、ポスター形式で掲示。
また、ソーシャルエッグの活動内容を
纏めた資料を紹介。

Flower ＆ Citrus 私たちの体には、約
1000 種、100 兆個の細菌が存在して宿
主の健康維持に奮闘しています。病気に
なると、種類が激減して体に大きなダ
メ ー ジ が 現 れ ま す。生 物 多 様 性
（Biological Diversity）の維持、地球上
の生物が、バラエティに富んでいること
がとても大事です。南澤研究室では、医
食同源の理念により皆さんの大事な多様
性の維持に貢献したいと思います！



環境活動の推進と充実を図るため、多様
な主体とのパートナーシップのもと、「持
続可能な開発に向けた目標（SDGｓ）」
や「持続可能な開発のための教育
（ESD)」の視点を意識して、さらなる持
続可能な社会の実現を目指します。2023
年度も、「SDGs・ESD をひろげるための
"ちば " 拠点づくり」を行っています。

都市緑化のための普及・啓発事業を行っ
ています。

日産は EV に関するノウハウを活かし、
脱炭素、災害対策、エネルギーマネジ
メント、エコな観光、地方での交通課
題等の地域課題解決で社会変革を目指
す日本電動化アクション「ブルー・ス
イッチ」を推進。
EV の普及を通じた SDGs 達成や人とク
ルマと自然が共生し、ワクワクするま
ちづくりに向けて全国の自治体・企業
の皆さまと共に活動しています。

今年は地元八千代市のイベント「やち
にしピクニック」と日付が被ってしま
しい、スタッフ手配が間に合わず、残
念ながら毎年参加の予定であったエコ
メッセのリアル参加は見送ることにし
ました。今年はビデオ参加のみとなり
ます。カモミールの森の活動は多岐に
わたりますが、メインコンセプトは開
発目標 11に分類されています。

森林の持つ公益的機能の維持増進、県
有財産の造成等を目的として、また民
有林の模範となる適切な森林整備と安
定的な木材供給を行うため、県営林に
おいて計画に沿った事業を実施してい
ます。

環境ウォッチ TOKYO が提案する「竜
宮送電計画」の PVです。「竜宮送電計画」
とは、日本が気候危機に対処するため
に日本近海に海底直流送電線を建設す
る計画のことです。

市原市は、令和 5 年 5 月 1 日に市制施
行 60 周年を迎えました。人間でいえば
還暦にあたり、新しいスタートをきる
節目の年です。全ての市民が互いに手
をとり、築き上げたこれまでの市原市
の歩みは「誰一人取り残さない」とい
う理念として受け継がれ、今「SDGｓ
のシンボルとなるまち」の実現に取り
組んでいます。

本会は、千葉県内において、市民・事
業者・研究機関・行政のパートナーシッ
プによって、従来型エネルギー（火力・
原子力エネルギー）から自然エネルギー
＝再生可能エネルギーへのシフトをめ
ざします。もって、地域に密着した自
然エネルギーを活用した持続可能な地
域づくりを行います。

すべての人間が豊かで充実した生活を
送れるようにする。

目標 7、8、9、10 および 11

放置竹林問題をポーラス竹炭の製造で
解消しようとしています。①簡単な低コ
ストの製法で、②広範囲の用途があり、
③優れた性質の発揮で問題の解決を図
ります。ご支援ください。

持続可能な消費と生産、天然資源の持
続可能な管理、気候変動への緊急な対
応などを通じ、現在と将来の世代のニー
ズを充足できるよう にする。

目標 12、13、14 および 15

千葉県では、化学合成農薬や化学肥料
の使用を通常の半分以下に減らして栽
培された農産物を「ちばエコ農産物」
として認証しています。「ちばエコ農産
物」の制度や取組及び「環境にやさし
い農業」の取組についてご紹介します。

千葉県内製造業（鉄鋼、化学、電力等）
を中心とする工場・事業場の公害防止
管理者・環境管理者の育成や環境保全
活動をサポートする会員企業団体です。

連帯の精神に基づき、すべての人々の参
加により、このアジェンダの実施に必要
な手段を動員する。

目標 17

里地里山、里川、里海環境やそこに棲息・
生育する生きものを守り、生態系や生
物多様性を保全すること、千葉県内で
地域の自然環境保全活動を行っている
団体や個人のネットワークをつくるこ
とを目的とした、大学生・若手社会人
が中心の任意団体です。現在、県内 5
市で活動している市民団体の皆さまに
ご協力いただき、一緒に活動を行って
います。

主に住宅用太陽光発電の普及・促進を
図る活動を行っています。

高校生が作るミライの食卓。「フードロ
ス・規格外品野菜」について話し合い
ました。

フィールドミュージアム・三番瀬の会
の活動紹介、最新版をお送りします。

ホタルをシンボルに、多様な生物がす
める環境づくりを、市民・事業者・行政
とのパートナーシップで活動していま
す。ほたるの里が作られて 25 周年とな
りました。念願のホタルの自生へ向けて
少しずつ環境が整いつつあります。整備
活動以外にも生物調査、おやこ生き物探
検隊など、楽しく活動しています。
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今年も自然界ラッパー OMG さんが、
フードロスドキュメンタリー映画

「もったいないキッチン」の主題歌
などのミニライブを行いました。
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・このまま続けてください。

・毎年楽しく参加させてもらい、今回は生ゴミ処理のお話しを
　聞いて勉強になりました。

・雨でしたが、親子の来場者が多く、楽しそうに見えた。
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